
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

故
か
ら
１
１
年
目
に
あ
た
る
こ
の

日
、
中
部
電
力
に
左
記
３
点
の
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
内
容
を
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
訴
え
ま
し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
」
「
再
稼
働
す
る
な
」

「
汚
染
水
を
海
に
流
す
な
」
「
ロ
シ

ア
の
侵
略
反
対
、
核
兵
器
の
威
嚇
は

や
め
よ
」
な
ど
の
声
に
、
信
号
待
ち

の
高
校
生
か
ら
共
感
の
拍
手
が
あ

り
ま
し
た
。 

豊
田
市
駅
ま
で
歩
き
、
小
林
お
さ

む
元
県
議
や
根
本
み
は
る
市
議
か

ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。
午
後
２
時
４

６
分
ご
ろ
、
被
災
者
に
黙
と
う
を
行

い
ま
し
た
。 

 
 

（
本
村
映
一
） 

３
月
１
１
日
、
さ
よ
な
ら
原
発
豊

田
市
民
行
動
連
絡
会
（
代
表 

小
栗

利
郎
）
は
約
５
０
人
で
、
豊
田
市
役

所
の
周
辺
で
パ
レ
ー
ド
（
デ
モ
行

進
）
を
行
い
ま
し
た
。（
左
写
真
） 

同
連
絡
会
は
、
毎
月
第
２
、
第
４

金
曜
日
に
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
駅

頭
宣
伝
を
１
０
年
間
続
け
て
い
ま

す
。 東

日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事

日
本
共
産
党
豊
田
市
委
員
会
は

１
２
日
、
豊
田
市
駅
前
で
ロ
シ
ア
に

よ
る
軍
事
侵
攻
を
非
難
す
る
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。（
下
写
真
） 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
募
金
も
呼

び
か
け
、
中
高
生
が
協
力
し
て
く
れ

計
７
０
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
全

額
を
国
連
に
お
送
り
し
ま
す
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

根本市議 

 

 

 

 

 

主催:日本共産党豊田市委員会 
20日は豊田スタジアムで Jリーグの試合が 14時から

開催されます。 

中部電力豊田営業所気付 中部電力株式会社 御中 

東京電力福島第一原発事故から 11年目にあたっての要請書 

 

日頃から電力事業の発展のためのご苦労、ご尽力に敬意を表します。 

 私たち「さよなら原発豐田市民行動連絡会」は、東日本大震災、東京電力

福島第一原発事故の約一年後から、原発ゼロ、再稼働反対、福島の被災県民

への補償と故郷（ふるさと）復興、再生エネルギーの活用を求めてきました。

また、それらを市民と共有するため、パレードやスタンディング行動を、酷

暑の日も、厳寒の日も含めて継続してきました。 

今日のロシアによるウクライナ侵略、特に原発施設への攻撃を見るにつ

け、予測される過酷事態の悲惨さは貴社も十分認識されていることでしょ

う。 

被災者が抱える今日のくらしと生業（なりわい）の困難さ、見通しも立た

ない現実を直視すべきだと私たちは考えます。さらに、全国漁業協同組合連

合会や地元住民の抗議を無視して、放射性物質トリチウムを含む汚染水の海

洋投棄を強行しようとしていることを憂慮しています。 

さらに、30 年以内の東南海大地震の可能性も学会・研究者からも指摘さ

れています。 

2011年 3月 11日、東日本大震災の大津波によって岩手県宮古市田老地区

の世界最大の防潮堤が根こそぎ破壊された事実を思い起こす必要があると

考えます。中部電力静岡県浜岡原発の防波壁を補強したとしても土台から破

壊される危険を指摘せざるをえません。 

 私たちは、東日本大震災から 11 年目の本日、貴社に次の３点を要請する

ものです。 

            記 

１、中部電力は率先して原発ゼロに踏み切ること。 

１、静岡県浜岡原発の再稼働計画を中止し、廃炉を決断すること。 

１、再生可能エネルギー活用を関係住民との合意を尊重しつつ推進するこ

と。                              以上 

2022年 3月 11日 さよなら原発豊田市民行動連絡会    

小林おさむ元県議 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

 

第
６
波
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
は
、
全
国
で
の
重
症
者
が

増
加
し
、
愛
知
県
内
の
感
染
者
数

は
２
月
１
１
日 

６
，
６
３
９
人

と
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
各

地
の
医
療
現
場
で
は
、
地
域
の
医

療
供
給
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
、

日
々
の
努
力
を
続
け
て
い
る
中

で
、
政
府
に
は
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
病
床
の
確
保
な
ど
の
課

題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。 

   Ｑ 

感
染
者
の
状
況
は
。 

Ａ 

２
月
２
３
日
時
点
で
、
療
養 

者
は
１
，
８
１
５
人
で
、
う
ち

入
院
６
９
人
、
宿
泊
療
養
２
３

人
、
調
整
中
を
含
む
自
宅
療
養

１
，
７
２
３
人
。 

Ｑ 

自
宅
療
養
の
感
染
者
へ
の
健

康
観
察
は
。 

Ａ 

健
康
観
察
は
、
自
宅
療
養
者 

を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

Ｑ 

お
い
で
ん
バ
ス
・
地
域
バ
ス
を

移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い

る
高
齢
の
方
が
よ
り
外
出
し
や

す
い
無
料
乗
車
券
、
西
尾
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
割
引
乗
車
証

な
ど
、
高
齢
者
の
バ
ス
乗
車
助
成

制
度
の
考
え
は
。 

Ａ 

令
和
３
年
１
０
月
か
ら
は
高

齢
者
の
外
出
促
進
、
お
い
で
ん
バ

ス
の
利
用
促
進
の
た
め
、
高
齢
者

向
け
定
期
券
「
お
い
で
ん
パ
ス
７

０
」
の
販
売
を
開
始
。
普
通
定
期

券
よ
り
安
価
に
設
定
す
る
こ
と

で
バ
ス
乗
車
の
助
成
の
１
つ
と

な
っ
て
い
る
。
無
料
乗
車
券
の
支

給
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い

が
、
「
お
で
か
け
パ
ス
７
０
」
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
く
。 

【
根
本
み
は
る
市
議
の
意
見
】 

市
駅
東
口
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
始
め
、
市
民
の
意
見
を
十
分

に
把
握
し
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る

ま
ち
づ
く
り
と
、
公
共
交
通
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
。 

 

利
用
し
た
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
管

理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
で
あ
る

M
Y
-
H
E
R
S
YS

（
マ
イ
ハ
ー
シ
ス
）

ま
た
は
電
話
を
利
用
。 

重
症
化
リ
ス
ク
因
子
で
あ
る
基

礎
疾
患
の
有
無
や
体
調
、
年
齢
等

を
基
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
マ
イ

ハ
ー
シ
ス
や
電
話
を
使
い
分
け

て
、
自
宅
療
養
者
の
特
性
に
合
わ

せ
た
健
康
観
察
を
行
っ
て
お
り
、

体
調
不
良
者
は
医
療
機
関
の
受
診

に
つ
な
げ
る
な
ど
、
適
切
に
対
応
。 

 

【
根
本
み
は
る
市
議
の
意
見
】 

重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
り
、
自
宅

療
養
と
な
っ
た
方
は
「
容
体
が

悪
化
し
た
ら
と
心
配
」
と
言
い

ま
す
。
不
安
に
対
す
る
手
立
て

を
考
え
る
べ
き
で
す
。 

  

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
県
は
２
月
１
８
日
、
豊
橋

市
内
の
ホ
テ
ル
の
１
棟
を
借
り

上
げ
、
１
０
８
室
を
宿
泊
療
養

施
設
と
し
て
活
用
を
始
め
ま
し

た
。
地
域
で
は
東
三
河
で
３
カ

所
目
と
な
り
ま
し
た
。
増
え
続

け
る
感
染
者
に
対
す
る
健
康
観

察
を
見
直
し
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
る
中
、
容
体
の
急
変

の
場
合
な
ど
に
対
応
す
る
宿
泊

療
養
施
設
は
、
よ
り
必
要
で
す
。 

Ｑ 

市
内
に
宿
泊
療
養
施
設
の
開

設
の
考
え
は
。 

Ａ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

査
を
行
う
事
務
な
ど
の
応
援
者
が

２
５
人
か
ら
５
０
人
程
度
、
健
康

観
察
を
行
う
人
材
派
遣
等
が
１
０

人
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
お
お
む

ね
６
０
人
か
ら
８
５
人
の
体
制
。 

Ｑ 

公
衆
衛
生
の
基
盤
と
し
て
の

保
健
所
の
体
制
強
化
の
考
え
は 

Ａ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
こ
れ
ま
で
の

課
題
や
対
応
状
況
を
踏
ま
え

て
、
必
要
に
応
じ
て
強
化
を
図

っ
て
い
く
。 

 

【
根
本
み
は
る
市
議
の
意
見
】 

市
民
の
命
も
職
員
の
健
康
も
守
る

た
め
、
職
員
体
制
の
増
員
・
強
化

に
踏
み
出
す
時
で
す
。 

 

症
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
は
、
広

域
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、

宿
泊
療
養
施
設
を
含
め
、
愛
知
県
が

中
心
と
な
っ
て
整
備
、
調
整
を
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
調

整
に
よ
り
、
必
要
な
場
合
は
入
所
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
現
段
階
で
、
市
内
に
宿
泊
療

養
施
設
を
開
設
す
る
考
え
は
な
い
。 

Ｑ 

感
染
抑
制
の
た
め
に
、
検
査
の

拡
充
が
必
要
だ
が
、
検
査
の
状
況

は
。 

Ａ 

現
在
、
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ 

る
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関 

等
を
受
診
し
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る 

と
検
査
が
行
わ
れ
る
。 

 

市
の
保
健
所
の
検
査
は
、
高
齢
者 

施
設
な
ど
で
ク
ラ
ス
タ
ー
を
疑
う 

事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
施
設
利 

用
者
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
検
査
の
必 

要
な
対
象
者
を
重
点
化
し
て
行
う
。 

 
 

 

Ｑ 

保
健
所
職
員
の
平
時
の
体
制 

は
。
応
援
保
健
師
、
派
遣
の
増
員

を
含
め
、
職
員
の
増
員
の
状
況

は
。 

Ａ 

新
型
コ
ロ
ナ
前
、
平
時
の
保
健

所
に
お
け
る
感
染
症
対
応
の
専
門

職
は
６
人
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
６
波

対
応
の
保
健
所
に
お
け
る
職
員
数

は
、
疫
学
調
査
や
医
療
調
整
な
ど
を

行
う
保
健
師
等
の
専
門
職
が
１
４

人
、
デ
ー
タ
処
理
や
配
食
手
配
な
ど

を
行
う
事
務
職
が
１
０
人
。
疫
学
調

（
民
報 

９
２
７
の
続
き
） 

 


